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１．組織の概要
（１）名称及び代表者︓株式会社タケシタ 代表取締役社長 竹下義人
（２）所 在 地︓〒８３０－０４２３ 福岡県三潴郡大木町大字大藪８７１
（３）環境管理責任者︓専務 竹下功二

担 当 者︓製造部 岡広利
連 絡 先︓０９４４－３３－２０００

（４）事業 の 内容︓液晶・半導体製造装置向け精密機械加工及び精密製缶加工
並びにユニット住宅の鉄部材加工及び組立

（５）事業 の 規模︓資本金３，０００万円 従業員数４２名（２０２４年３月末現在）
（６）対 象 範 囲︓全組織 全範囲
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２．事業内容
《精密機械加工》
五面加工機やマシニングセンタ
などの大型工作機械により、半
導体・ＦＰＤ製造装置向け精密
機械加工をおこないます

《精密製缶加工》
産業用機械装置向けフレーム・
架台などの製缶溶接および切削
加工をおこないます
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３．環境経営方針
 株式会社タケシタは、液晶・半導体製造装置向け精密機械加工及び精密製缶加

工並びにユニット住宅の鉄部材加工及び組立の事業活動全般において、地球環
境に影響を与えていることに配慮し、省エネを推進、顧客満足度の向上に取り
組みます。

１．環境経営システムを構築し、下記事項を重点的に取り組みます。
（１）二酸化炭素排出量削減のため、主に電力・軽油の使用量を削減します。
（２）廃棄物排出量削減のため、ゴミの分別を徹底します。
（３）総排水量削減のため、節水に努めます。
（４）使用する化学物質を適正に管理します。
（５）グリーン購入を推進します。
（６）品質管理を徹底し、不良品を削減します。

２．関係する環境関連法規制その他要求事項を遵守します。
３．環境経営を継続的に改善します。

改定日︓2023年5月10日

代表取締役社長 竹下義人
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４．環境経営目標とその実績

排水量の削減について・・・当社は地下水を利用しており、使用量が不明であるため
目標値を設定しておりません

購入電力の排出係数︓0.483kg-CO₂/kWh（2020年度︓九州電力）

２０２３年度２０２２年度２０２１年度基準年度
２０２０年度

目標
単位環境目標

実績

３６２．７８以下３６６．５２以下３７０．２６以下ー目標環境効率指標
（kg-CO₂/百万円）

二酸化炭素の
排出量削減

△３．０％△２．０％△１．０％ー目標削減率

３３６．３０３１５．５６３０５．４５３７４．００実績環境効率指標
（kg-CO₂/百万円）

２３８，４３４２５２，４４７２４６，４９６２２９，２５９実績総量（kg-CO₂）

２４１．５２以下２４４．０１以下２４６．５０以下ー目標環境効率指標
（kg/百万円）廃棄物の

排出量削減 １６６．５１１５６．４６２０４．８２２４８．９９実績環境効率指標
（kg/百万円）

４３，４７０４７，２７５４１，７４６５２，０５２実績総量(kg)
産業廃棄物
総排出量

節水に努める節水に努める節水に努める節水に努める目標
活動排水量の削減 〇〇〇〇実績

使用する化学物質
を適正に管理する

使用する化学物質
を適正に管理する

使用する化学物質
を適正に管理する

使用する化学物質
を適正に管理する目標

活動化学物質の
使用量削減 〇〇〇〇実績

２３２２２１ー目標
点数

事務用品の
グリーン購入
の推進 ２３２２２２２０実績

４３４４４６ー目標
件数不良品の削減

１３１４２４４７実績
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５．環境活動計画及びその取組結果
と評価並びに次年度の取組計画

 （１）ＣＯ₂排出量の削減

評価並びに次年度の取組内容取組
結果活動項目取組目標

照明、エアコン、コンプレッサー、エ
コドライブそれぞれの活動項目につい
て、適切に環境活動を実施し、環境目
標を達成することができました。

次年度も同じ活動項目に取り組みます。

〇事務室、工場等の照明は、昼休み、残
業時等不必要な時は消灯する

電気
使用量
の削減

〇
照明器具については、定期的な清掃、
交換等を行うなど適正に管理する
（８月、１２月）

〇エアコンの適温化を徹底する
（冷房２８℃、暖房２０℃程度）

〇
エアコンについては、フィルターの定
期的な清掃、交換を行うなど適正に管
理する（８月、１２月）

〇コンプレッサーについては必要十分な
ライン圧力に低圧化する

〇コンプレッサーについては配管等から
の漏れがないか確認する

〇
エコドライブ等運転方法の配慮（急発
進、急加速や空吹かしの排除、駐停車
中のエンジン停止等）を励行する

軽油
使用量
の削減 〇

給油時にタイヤの空気圧を確認し、適
正値（メーカー指定の空気圧）を保つ
ように努める
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 （２）廃棄物排出量の削減

評価並びに次年度の取組内容取組
結果活動項目取組目標

各工程での分別回収は適切に実施でき
ていると評価できます。

次年度も同じ活動項目に取り組みます。
〇

廃棄物の分別回収を徹底する廃棄物
排出量
の削減

 （３）排水量の削減

評価並びに次年度の取組内容取組
結果活動項目取組目標

「節水」を掲示し、適切に実施できて
いると評価できます。
次年度も同じ活動項目に取り組みます。

〇
節水に努める排水量

の削減

 （４）化学物質の適正管理

評価並びに次年度の取組内容取組
結果活動項目取組目標

使用量を適正に管理していると評価で
きます。

次年度も同じ活動項目に取り組みます。
〇

使用する化学物質を適正に管
理する

化学物質
の

適正管理
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 （５）グリーン購入の推進

評価並びに次年度の取組内容取組
結果活動項目取組目標

今年度もグリーン購入の品数増加を適
切に実施できたと、評価できます。

次年度も同じ活動項目に取り組みます。
〇

事務用品のグリーン購入の推
進事務用品の

グリーン
購入の推進

 （６）不良品の削減

評価並びに次年度の取組内容取組
結果活動項目取組目標

ＩＳＯ９００１︓２０１５による品質
マネジメントシステムに基づき不良品
の削減に取り組んでおります。
昨年度に引き続きＱＣ工程図、作業手
順書等の管理運用に取り組み、今年度
は不具合件数が減少し、目標を達成す
ることができました。

次年度も不良品の削減に取り組みたい
と考えております。

〇

不具合是正対策の実施及び教
育訓練

不良品
の削減
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６．環境関連法規等の遵守状況
の確認及び評価並びに違反、
訴訟等の有無

適用される事項（施設・物質・活動等）適用される法規制等
一般廃棄物 ①段ボール ②生活ゴミ ③その他
産業廃棄物 ①廃プラ ②木くず ③混合物

④廃油・廃塗料・汚泥 ⑤その他

◆廃棄物の処理及び製造に関する法律
◆廃棄物の処理及び清掃に関する施行令
◆廃棄物の処理及び清掃に関する施行規則

浄化槽◆浄化槽法
◆浄化槽規則

事務所火災報知器
灯油・軽油タンク
乾燥炉

◆消防法
◆消防法施行令
◆消防法施行規則

塗装工程、溶接工程
フォークリフト、クレーン
プレス

◆安全衛生法
◆安全衛生令
◆安全衛生規則

当社の事業活動において法的義務を受ける主な環境関連法規は次の通
りです。

４月に上記環境関連法規の遵守状況を確認・評価した結果、違反は
ありませんでした。また、関係機関等からの指摘、利害関係者から
の訴訟もありませんでした。
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７．代表者による全体評価と
見直しの結果

 今年度は二酸化炭素排出量は前年と比べると減少しましたが、
電気使用量が増加しました。しかし、環境目標は達成するこ
とができました。

 二酸化炭素排出量、廃棄物排出量の環境効率指標は環境目標
を達成することができました。

 不良品の削減について、これまでの品質管理システムがうま
く浸透し、環境目標を達成することが出来ました。

 次年度は、電力使用量の削減の為、環境経営計画を確実に実
施できるように周知徹底します。

 今後も環境経営目標をもとに環境経営計画を確実に実施して
いきます。
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